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平成25年 第2回定例会（６月４日～６月25日）
質問・答弁は要旨を掲載しています。なお、会議録は作成後、市立図書館、
市政情報センター（市役所１階）ほかで閲覧できます。
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■ 5月28日に富岡公民館ホール・6月1日に山口公民館ホールで議会報告会を開催しました。

　所沢市議会では、議会広報のさらなる充実という観点で、平成 25年度から市議会公
式ツイッターを始めました。定例会の日程や会議の進ちょく状況、そのほかの行事につ
いて、随時情報発信していますので、ぜひご覧ください。
※市議会ツイッターは、市議会ホームページから接続できるほか、携帯端末などから右
側にあるQRコードを読み込むことでも閲覧できます。

市議会ツイッターを始めました
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平成 25 年第２回（６月）定例会

議会の新役員構成を決定しました

第 59 代副議長　岡 田 静 佳
（所沢フォーラム “おおぞら ”・３期）

第 58 代議長　村上　浩
（公明党・３期）

　市民の皆さまにおかれましては、平素より所沢市議会に対しまして、
深いご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　このたび、平成 25 年第２回定例会におきまして第 58 代議長に就任さ
せていただきました。
　近年、全国的に議会改革の気運が高まっている一方で議会不要論がま
だまだ根強く残っております。こうした世論の背景には、議会や議員の
活動の様子が見えにくいということがあるのではないかと思っておりま
す。
　言うまでもなく、私たち議員の役割は、市民の皆さまの声を市政に反
映させ、市民の安心・安全な暮らしを実現させることにあります。その
ためには、議員が活発に議論し、議会が積極的に政策提案していくこと
が所沢市の発展（地域の推進）につながっていくものと考えております。
　所沢市議会といたしましては、これまでもさまざまな取り組みを進め
てまいりましたが、私といたしましては、市民の皆さまの負託に応えら
れる議会となるよう、更なる議会改革の充実に向け、議会の可視化を含
め、次の３点について重点的に取り組んでまいりたいと考えております。
　１点目は、市民に開かれた議会を目指し、更なる情報公開を進めてい
くことです。
　２点目は、市民の皆さまからの貴重なご意見や議会での議論を市政に
反映するための仕組み（政策形成サイクル）の構築です。
　３点目は、予算審議の充実です。第１回定例会は、所沢市の行政運営
に必要な１年間の予算を決定する大切な議会です。このため、予算の審
議については、その方法等を含め、より充実していくことが必要です。
　もとより微力ではございますが、岡田静佳副議長をはじめ議員各位の
ご理解、ご支援をいただきながら、市民の皆さまにとってよりよい議会
となるよう全力を尽くして取り組んでまいります。市民の皆さまには、
今後とも一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、就任の
ごあいさつとさせていただきます。

議長就任のあいさつ

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
正
副
議
長
選
挙
の
ほ

か
、
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
、
広
聴
広
報
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　
（
詳
細
は
14
・
15
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

ま
た
、
監
査
委
員
２
人
の
退
職
に
伴
い
、
後

任
委
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
議
案
が
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
、
浜
野
好
明
議
員
（
所
沢
フ
ォ

ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�・
４
期
）、
桑
畠
健
也
議

員
（
至
誠
ク
ラ
ブ
・
３
期
）
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
農
業
委
員
会
委
員
２
人
の
辞
任
に

伴
い
、
荒
川
広
議
員
（
日
本
共
産
党
・
８
期
）、

石
本
亮
三
議
員（
民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会
・

２
期
）
を
委
員
と
し
て
推
薦
し
ま
し
た
。

　平成25年第2回（6月）定例会は、
6月4日から6月25日までの22日間
の会期で開会しました。
　本会議初日、議長選挙が行われ、
投票の結果、村上浩議員（公明党・
3期）が当選し、第58代議長に就任
しました。
　続いて行われた副議長選挙では、
岡田静佳議員（所沢フォーラム“お
おぞら”･3期）が当選し、第59代副
議長に就任しました。



平成 25 年（2013 年） 7 月 30 日 ところざわ市議会だより

3

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
所
沢
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
を

施
行
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
専
決
処
分

に
よ
り
所
沢
市
税
条
例
の
一
部
改
正
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

　

特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
た
、
特
定

中
山
間
保
全
整
備
事
業
お
よ
び
農
用
地

総
合
整
備
事
業
が
市
に
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
専
決
処
分
を
行
っ
た
の
か
。

　

市
に
該
当
事
例
は
な
い
も
の
の
、
地
方

税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
も
改
正

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

◎
平
成
25
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

■
所
沢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
切
替
事
業

22
万
４
千
円

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ジ
ェ
イ
コ
ム
さ
い
た
ま

所
沢
局
に
設
置
し
て
あ
る
サ
ー
バ
を
利
用
し
て

公
開
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
の
更
新
に
あ
た
っ
て

は
ジ
ェ
イ
コ
ム
さ
い
た
ま
所
沢
局
と
広
報
課
間

の
専
用
回
線
で
行
っ
て
い
ま
す
。
同
回
線
に
つ

い
て
は
、
同
社
か
ら
市
役
所
ま
で
の
間
を
ジ
ェ

イ
コ
ム
側
で
管
理
し
、
市
役
所
内
に
つ
い
て
は

市
側
で
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
回
線
に
不
具
合

が
生
じ
た
場
合
、
デ
ー
タ
更
新
が
不
能
に
な
る

危
険
性
が
あ
る
た
め
、
同
回
線
を
廃
止
し
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
更
新
と

す
る
も
の
で
す
。

◎
災
害
派
遣
手
当
等
の
額
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

平
成
25
年
４
月
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
対
策
に
際
し
、
国
ま
た
は
他

の
地
方
公
共
団
体
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
が
居

住
地
等
を
離
れ
て
所
沢
市
に
滞
在
す
る
場
合
に

手
当
を
支
給
す
る
た
め
、
同
条
例
へ
の
記
載
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

■
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

94
万
５
千
円

　

国
で
は
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
平
成
25
年
８
月
か
ら
生
活
保
護

基
準
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
生
活
扶
助
の
基
準
額
の

算
出
方
法
が
変
更
と
な
る
た
め
、
生
活
保
護
シ

ス
テ
ム
を
改
修
す
る
も
の
で
す
。

　

生
活
扶
助
の
基
準
額
の
算
出
方
法
を

ど
の
よ
う
に
変
更
す
る
の
か
。

　

食
費
等
の
個
人
的
費
用
や
光
熱
水
費

等
の
世
帯
に
係
る
共
通
費
用
の
基
準
額

の
変
更
等
が
あ
る
。

一般会計補正予算
　など議案１９件を　 可決しました

答答

市
長
提
出
議
案

—— おもな議案の概要 ——
問問

問問

答答

　市長からは、専決処分の承
認３件（補正予算１件、条例
関係２件）、予算１件、所沢市
子ども・子育て会議条例制定
を含む条例関係５件、追加議
案６件など計 19件の議案が提
出され、すべて可決しました。
　議員からは、「西武鉄道運行
路線の維持及び埼玉西武ライ
オンズの存続を求める決議」お
よび「埼玉県立大学への医学
部新設を求める意見書」につ
いての議案が提出され、いず
れも可決しました。

総
務
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案



ところざわ市議会だより 第 167号

4

◎
所
沢
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
基
づ
き
、

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
や
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
新

し
い
制
度
が
平
成
27
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
事
業
計
画
等
の
検
討
を
行
っ
て
い

く
た
め
の
会
議
体
の
設
置
に
つ
い
て
、
条
例
で

定
め
る
も
の
で
す
。

　

所
沢
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
第

２
条
に
あ
る
、「
法
第
77
条
第
１
項
の
事

務
」
の
具
体
的
な
内
容
を
伺
い
た
い
。

　

一
点
目
が
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、

保
育
園
の
利
用
定
員
に
つ
い
て
の
検
討
。

二
点
目
が
、
家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模
保
育

事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
、
事
業
所
内
保

育
事
業
の
利
用
定
員
に
つ
い
て
の
検
討
。
三
点

目
が
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
策
定
お

よ
び
変
更
に
つ
い
て
の
検
討
。
四
点
目
が
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
の
調
査
、
審
議
な
ど
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

◎
所
沢
市
立
老
人
憩
の
家
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正

　

所
沢
市
民
間
委
託
化
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

市
内
に
８
施
設
あ
る
老
人
憩
の
家
の
う
ち
４
施

設
（
さ
く
ら
荘
、
峰
寿
荘
、
や
な
せ
荘
、
と
こ

ろ
荘
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
り
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
か
ら
他
の
４
施
設
（
と
め
の

里
、
み
か
じ
ま
荘
、
こ
て
さ
し
荘
、
と
み
お
か

荘
）
に
つ
い
て
も
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
す

る
た
め
、
同
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
４
つ
の
施
設
が
指
定
管
理
者
制

度
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
ど
の
く
ら
い
の

経
費
削
減
に
つ
な
が
る
の
か
。

　

施
設
の
規
模
が
異
な
る
た
め
一
概
に
比

較
で
き
な
い
が
、
平
成
24
年
度
決
算
見
込

額
で
は
、
直
営
４
施
設
が
約
７
，
９
０
０
万
円
、

指
定
管
理
４
施
設
が
約
５
，
７
０
０
万
円
で
、

指
定
管
理
は
直
営
の
７
割
程
度
の
経
費
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
以
降
の
指
定
管

理
者
制
度
移
行
に
お
い
て
も
経
費
削
減
が
見
込

ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
25
年
度
所
沢
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
））

■
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
等
予
防
接
種
助
成
事
業

１
︐
７
２
６
万
７
千
円

　

首
都
圏
に
お
い
て
、
風
し
ん
の
流
行
が
継
続

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
接
種
を
促
進

し
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
予
防
と
妊

婦
の
感
染
防
止
の
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

□
助
成
対
象
者･･･

接
種
時
に
市
内
に
住
所
を

有
し
て
い
る
者
の
う
ち
、
妊
娠
を
予
定
、
希
望

し
て
い
る
女
性
で
、
接
種
時
の
年
齢
が
満
19
歳

か
ら
満
49
歳
ま
で
の
者
お
よ
び
妊
娠
し
て
い
る

女
性
の
配
偶
者
。
※
た
だ
し
、
感
染
経
験
者
お

よ
び
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
経
験
者
を
除
く
。

□
接
種
対
象
期
間･･･

平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
25
年
10
月
31
日

□
助
成
額･･･

１
人
３
，
０
０
０
円
（
１
回
限

り
）

□
対
象
ワ
ク
チ
ン･･･

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
、

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）

　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
は
い
く
ら

で
、
こ
れ
ら
の
一
部
助
成
額
を
３
，
０
０
０
円

と
し
た
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、
助
成
期
間
を
来

年
３
月
ま
で
に
設
定
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る

中
、
市
は
今
年
10
月
末
ま
で
の
設
定
だ
が
、
状

況
に
応
じ
た
延
長
に
つ
い
て
議
論
は
し
た
の
か
。

　

市
内
の
医
療
機
関
で
は
、
風
し
ん
単
独

ワ
ク
チ
ン
が
４
，
８
０
０
円
か
ら
８
，
３

０
０
円
程
度
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

が
７
，
６
０
０
円
か
ら
１
万
２
，
６
０
０
円
程

度
と
聞
い
て
い
る
。
助
成
額
に
つ
い
て
は
、
風
し

ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
が
少
な
い
こ
と
か
ら

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
基
本

と
考
え
、
こ
の
金
額
の
３
分
の
１
か
ら
４
分
の
１

程
度
と
し
た
。
期
間
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
感

染
状
況
を
見
極
め
判
断
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

▲ところ荘（宮本町）

問問

問問

問問

答答

答答

答答

本
会
議	

常
任
委
員
長
報
告
（
特
定
事
件
）

	

提
案
理
由
の
説
明
・
議
案
説
明

	

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
採
決

　

本
会
議	

議
案
質
疑

委
員
会	

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

本
会
議	

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

本
会
議	

常
任
委
員
長
報
告

本
会
議	

討
論
・
採
決

	

追
加
議
案
の
上
程
・
質
疑
・
討
論
・

	

採
決

	

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
採
決

６
月
定
例
会
の
動
き

　

６
月
４
日

　

６
月
６
日

　

６
月
７
日

　

６
月
11
・
12
・
13
・
14
日
・
17
日

　

６
月
24
日

　

６
月
25
日
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◎
専
決
処
分
の
承
認
（
所
沢
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
）

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
を

改
正
し
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
せ

る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
専
決
処
分
に
よ
り
所

沢
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

■
消
費
生
活
啓
発
事
業

３
９
８
万
６
千
円

　

平
成
24
年
度
に
施
行
さ
れ
た
、
消
費
者
教
育

の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、
学
校
に
お

け
る
消
費
者
教
育
の
推
進
が
示
さ
れ
た
こ
と
か

ら
若
年
層
を
対
象
に
消
費
者
教
育
を
行
い
、
消

費
者
へ
の
啓
発
を
行
う
も
の
で
す
。

□
実
施
概
要･･･

携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
で
、

詐
欺
や
不
当
要
求
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
た
め
の
適
切
な
対
処
方
法
を
示
し
た

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
購
入
、
配
布
を
行
い
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
全
小
・
中
学
生
に
配

布
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
配
布
す
る
だ

け
で
は
、
あ
ま
り
に
も
っ
た
い
な
い
。
学
校
教

育
現
場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

　

配
布
予
定
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
小
・

中
学
生
が
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
が
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

普
段
の
授
業
も
含
め
た
教
育
活
動
の
中
で
児

童
・
生
徒
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際

の
注
意
点
や
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
身

に
つ
け
、
消
費
生
活
の
課
題
を
学
ん
で
い
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
狭
山
ケ
丘
第
１
自
転
車
駐
車
場
耐
震
補
強
事

業

３
９
７
万
９
千
円

　

当
事
業
の
耐
震
補
強
性
能
判
定
に
よ
る
補
強

工
事
の
一
部
変
更
お
よ
び
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
の
上
昇
に
伴
い
、
当
初
の
予
算
額
に
不
足

が
生
じ
た
た
め
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

第
三
者
機
関
に
よ
る
耐
震
補
強
性
能
判

定
の
回
答
が
平
成
25
年
３
月
に
あ
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
、

そ
の
判
定
結
果
を
待
た
ず
に
当
初
予
算
に
提
案

し
た
の
か
。

　

平
成
23
年
度
に
狭
山
ケ
丘
第
１
自
転
車

駐
車
場
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
補
強
の

必
要
あ
り
と
の
判
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た
こ
と
が
重
な
っ
た
こ
と

で
、
自
転
車
駐
車
場
利
用
者
の
安
全
を
第
一
に

早
期
の
工
事
が
必
要
と
考
え
、
平
成
25
年
度
に

実
施
す
る
工
程
を
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

■
旧
所
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
利
用
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
事
業

２
，
４
５
０
万
円

　

旧
所
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
に
つ
い
て
、

準
工
業
地
域
と
い
う
優
位
性
を
活
か
し
、
産
業

系
を
中
心
と
す
る
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、
土

地
利
用
計
画
を
公
募
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
売
却
先
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式･･･

技
術
的
に
高
度
ま

た
は
個
性
が
重
視
さ
れ
る
業
務
を
発
注
す
る
に

あ
た
り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
企
画
提
案
書
）
の

提
出
を
受
け
、
当
該
業
務
に
も
っ
と
も
適
し
た

設
計
者
を
選
定
す
る
方
式
。

　

旧
所
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
お
け

る
公
共
施
設
建
設
の
要
望
書
は
周
辺
地

域
か
ら
出
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
個
々
の

要
望
は
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

方
々
に
市
の
方
針
を
説
明
し
理
解
を
得
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　

地
域
住
民
に
と
っ
て
旧
所
沢
浄
化
セ

ン
タ
ー
跡
地
利
用
は
大
変
関
心
の
高
い

事
柄
だ
と
思
わ
れ
る
。
地
元
自
治
会
長
に
は
事

業
の
概
略
を
お
伝
え
し
て
い
る
が
、
今
後
、
地

域
住
民
に
対
し
て
も
説
明
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

◎
所
沢
市
情
報
公
開
条
例
等
の
一
部
改
正

　

国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増

進
を
図
る
た
め
の
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の

施
行
に
よ
り
、
国
有
林
野
事
業
が
一
般
会
計
化

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
国
営
企
業
形
態
が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
市
の
条
例
で
国
の
経
営

す
る
企
業
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
た
め
、

関
係
す
る
３
つ
の
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
所
沢
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

◎
市
道
路
線
の
認
定　

２
路
線

◎
平
成
25
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

◎
所
沢
市
市
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条

例
制
定

　

国
か
ら
の
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
要
請
を

踏
ま
え
、
地
方
交
付
税
へ
の
影
響
を
鑑
み
、
市

長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
上
下
水
道
事
業
管
理

者
お
よ
び
常
勤
監
査
委
員
の
給
与
月
額
に
つ
い

て
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
、
減
額
措
置
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

・
寺
本　

彰
氏
（
福
島
県
南
相
馬
市
／
新
任
）

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

・
谷
口　

悟
氏
（
中
富
南
／
再
任
）

・
須
藤　

と
く
子
氏
（
山
口
／
再
任
）

・
清
水　

三
和
子
氏
（
中
新
井
／
新
任
）

　

議
員
か
ら
は
「
西
武
鉄
道
運
行
路
線
の
維
持

及
び
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
存
続
を
求
め
る

決
議
」
お
よ
び
「
埼
玉
県
立
大
学
へ
の
医
学
部

新
設
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
等
の
全
文
は
最
終
ペ
ー
ジ
参
照
）

問問

問問

問問

答答

答答

答答

市
民
環
境
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案

建
設
水
道
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案

議
員
提
出
議
案

委
員
会
付
託
を
行
わ
ず

　
　
　

全
体
審
議
と
し
た
議
案

　
　
　
　
　
　
（
追
加
議
案
６
議
案
）
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討 論
議案に 賛成・反対 します

■平成 25年度所沢市一般会計補正予算（第３号）

●反対●
・旧所沢浄化センター跡地利用プロポーザル事業は、

内部調整会議における具体的な説明がなく、短期間
の検討で議案として提出されている。また、解体・
除去費用の積算がこれからであること、市の準工業
地域の活用方針が明確でないこと、市民への説明が
自治会長レベルで不十分であることなどから、まず
は、慎重に検討したいと考える。

・生活保護のシステム改修は、国の税と社会保障の一
体改革の方針により、生活保護費の給付削減が実施
されることに伴うものであり、全ての給付水準が今
後３年間にわたって、平均７. ３％、最大では９. ３％
も引き下げられる。生活困窮者が今後も増加してい
く中、地方自治の立場からも憲法で定められた基本
的人権、生存権をも否定するものであり、認めるこ
とはできない。

●賛成●
・本事業は、市が多額の残存施設除却費用を支払うこ

となく、貴重な準工業地域を活用し産業を誘致する
ものである。これは、固定資産税をはじめとする税
収の確保と地域の活性化を実現させるためのもので
あり、そのための市有地売却という迅速な英断は高
く評価されるべきである。こういった動きが関係部
署にさらに広がっていくことを期待する。

・生活保護システム改修事業は国の法改正に伴うもの
であり、基準額の算出方法そのものが変更となるた
め、そのシステム改修を国の全額費用負担で行うも
のである。所管委員会でも指摘されていたとおり、
改修後の人件費や管理については財政的効果や事務
処理の正確性の向上が得られるとのことから、反対
するデメリットが見当たらない。

●反対●
・老人憩の家は、老人福祉センターとの連携のもとで

運営されてきた。この条例で４施設が指定管理にな
れば、今までのような連携はできない。高齢者の生
活が把握でき、高齢者が安心して利用できる福祉施
設の運営は直営が望ましい。

●賛成●
・すでに指定管理者制度を導入した別の４施設におい

ては、運営経費の削減が図られ、利用者の増加もみ
られていることから、市民サービスの向上と経費の
削減を図るという所期の目的は達成されていると判
断している。

●反対●
・市長は答弁で、国からの要請は理屈に合わず、強引

である、給与の削減は人事院勧告で行ってきている、
地方分権からもなじまない、アベノミクスは賃金上
昇による活性化をうたっているとの見解を示してお
り、これに同感である。加えて、市は平成 13 年度か
ら平成 24 年度までで、職員 310 人、人件費 75 億円
を削減、また、平成 24 年度には他市に先駆けて給
与削減も行っているとのことである。このことからも、
理に合わない国の要請に対してはノーと言い、頑張っ
ていくことが市に求められていると強く考えること
から関連する２議案に反対する。

●反対●
・地方六団体は、自治体が自主的に決定すべき地方公

務員給与を国が強制して削減するのは地方自治の根
幹に関わる、また、地方交付税を国の政策誘導の手
段に用いるのは地方の固有財源、自由な一般財源の
性格を否定するものであるとしている。市長も、地
方分権の立場から今までの理屈に合っていないこと
や、強引であることを示しており、まさにその態度
を貫き通すことが求められている。安易な特別職の
給与削減は、今後、職員や民間の賃下げにも連動し、
地域経済にも大きな影響を与えることになる。

	 ■平成 25年度所沢市一般会計補正予算（第４号）

	 ■所沢市市長等の給料の特例に関する条例制定

■所沢市立老人憩の家設置及び管理条例の一部を改正する条例制定

※本議案については賛成討論は行われませんでした。
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４月	10日	 広聴広報委員会

	 15日	 代表者会議

	 22日	 建設水道常任委員会

5 月	18日	 議会報告会

	 24日	 議会報告会

	 27日	 代表者会議

	 28日	 代表者会議/議会運営委員会

	 30日	 代表者会議

６月４日～６月25日　第二回定例会

建設水道常任委員会：特定事件「土地利用について」のうち、都市計画につ
いて審査しました。

　所沢市議会だよりは、新聞折り込みでお届けしています。新聞を購読されてい
ない方には、郵送での送付も行っています。
　また、視力障害のある方には「声の議会報（カセットテープまたはデイジー
CD）と「点字版議会報」もご用意しています。
　お近くに、ご利用を希望される方がいらっしゃいましたら、議会事務局までご
連絡ください。

永年勤続議員が表彰されました
　永年にわたり市政振興に尽力した議員に対し、全国
市議会議長会、埼玉県市議会議長会より表彰があり、
６月定例会議場で表彰状の伝達がありました。

○表彰された議員
（30 年在職）	 荒川　　広　議員
（25 年在職）	 平井　明美　議員
（10 年在職）	 小林　澄子　議員
	 安田　義広　議員
	 岡田　静佳　議員
	 中村　　太　議員

※掲載されていない議案は全会一致可決しました。全審議結果（21件）は市議会ホームページ「議決の概要」をご覧ください。

■本会議において賛否が分かれた審議結果[平成25年第2回定例会] ○：賛成　　×：反対

■ 閉会中の議会活動

議
案
番
号

議　案　件　名

所沢フォーラム	
“おおぞら”

公明党 至誠クラブ 日本共産党
民主ネット	
リベラル
の会

み
ん
な
の
党 

所
沢

共　

生
育
結　
　

果入
沢　
　

豊

青
木　

利
幸

近
藤　

哲
男

松
本　

明
信

安
田　

義
広

中　
　

毅
志

大
館　

隆
行

岡
田　

静
佳

石
井　
　

弘

浜
野　

好
明

久
保
田
茂
男

吉
村　

健
一

植
竹　

成
年

西
沢　

一
郎

村
上　
　

浩

亀
山　

恭
子

福
原　

浩
昭

浅
野
美
恵
子

荻
野　

泰
男

杉
田　

忠
彦

桑
畠　

健
也

中
村　
　

太

秋
田　
　

孝

矢
作
い
づ
み

荒
川　
　

広

城
下　

師
子

小
林　

澄
子

平
井　

明
美

島
田　

一
隆

赤
川　

洋
二

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

谷
口　

雅
典

松
崎　

智
也

脇　
　

晴
代

越
阪
部
征
衛

第
40
号

平成25年度所沢市	
一般会計補正予算	
（第3号） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（　

議　
　

長　

）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
原
案
可
決

第
44
号

所沢市立老人憩の家設置
及び管理条例の一部を改
正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
原
案
可
決

第
50
号

平成25年度所沢市	
一般会計補正予算	
（第4号） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
原
案
可
決

第
51
号

所沢市市長等の給料の
特例に関する条例制定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
原
案
可
決
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議
員　

東
京
都
豊
島
区
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
取
り
組
み
は
、
行
政
内
の
安
心
・
安

全
に
関
す
る
所
管
を
横
断
的
に
連
携
さ
せ
、
継

続
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
予
防
対

策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
活
動
は
、
市
と
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
、
自
治
会
、
地
域
住
民
と
が
有

機
的
・
効
果
的
に
連
携
・
協
働
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
。
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
政
策
の
全
庁
的
な
基
本
方
針
へ
の
位
置
づ
け
、

第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
へ

の
指
標
と
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

※
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
協
働
セ
ン
タ
ー
が
推
進
す
る
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
国
際
認
証
制
度

市
長　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
参
考

に
な
る
部
分
が
多
い
取
り
組
み
で
あ
る
。
第
５

次
所
沢
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
の
策
定

作
業
の
中
で
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
考
え

方
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
参
考
に
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

自
然
・
緑
・
エ
コ
・
環
境
共
生
で
「
い

い
街
つ
く
ろ
う
�
」、
そ
の
た
め
に
は
環
境
負

荷
を
軽
減
し
な
が
ら
経
済
成
長
を
達
成
す
る
エ

コ
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
市
で
は
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所

沢
構
想
を
策
定
中
だ
が
、
そ
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

昨
年
度
、
マ
チ
ご
と
エ

コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
策
定
に
係
る
基
礎
調
査
を

実
施
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
保
存
量
・
利
用
可
能

量
調
査
を
は
じ
め
、
市
民
の
意
識
は
ど
う
で
あ

る
の
か
、
先
進
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
調
査
し

た
。
今
年
度
は
、
基
礎
調
査
を
も
と
に
、
知
識

経
験
者
、
事
業
者
、
団
体
の
方
々
で
構
成
す
る

マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
策
定
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
構
想
の
策
定
に
向
け
具
体
的

な
検
討
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

議
員　

市
の
節
電
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
、

事
業
者
の
確
実
な
節
電
対
策
を
進
め
る
と
と
も

に
、
市
施
設
に
お
け
る
節
電
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
率
先
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

公
共
施
設
共
通
、
エ
ア
コ
ン
28
℃
以
上
の
設
定

に
つ
い
て
、
法
的
な
基
準
で
は
28
℃
以
下
な
の

に
、
な
ぜ
28
℃
以
上
と
し
た
の
か
。
ま
た
、
庁

舎
内
で
温
度
差
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
仕
事
の
効

率
に
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

財
務
部
長　

目
標
と
し
て
い
る
温
度
は
、
同
じ

28
℃
を
指
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
大
震
災

発
生
後
の
平
成
23
年
夏
期
か
ら
各
施
設
に
お
け

る
節
電
・
省
エ
ネ
対
策
を
率
先
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
空
調
の
温
度
調
節
に
つ
い
て
も
23

年
と
同
様
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
庁
舎
内
の
温

度
差
に
つ
い
て
は
、
構
造
上
の
課
題
で
は
あ
る

が
、
で
き
る
限
り
の
工
夫
を
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

緑
の
ト
ラ
ス
ト
地
等
の
保
全
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、

今
後
、
ト
イ
レ
や
水
道
施
設
設
置
な
ど
を
検
討

で
き
な
い
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

市
民
協
働
に
よ
る
「
み

ど
り
の
保
全
や
創
出
」
を
推
進
す
る
た
め
今
年

３
月
か
ら
開
始
し
た
「
み
ど
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー

制
度
」
で
活
動
の
区
域
と
な
っ
て
い
る
緑
地
を

対
象
と
し
た
「
み
ど
り
の
保
全
や
創
出
」
の
活

動
に
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
に
は
、
で
き
る
だ

け
の
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ト
イ
レ
や
水
道
施
設
な
ど
は
、
多
く
の

方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
活
動
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
、
必
要
な
施
設
と
認
識
し
て
い
る
。

活
動
対
象
地
な
ど
も
十
分
考
慮
の
う
え
、
埼
玉

県
と
も
協
議
を
行
い
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員　

市
の
玄
関
所
沢
駅
西
口
に
新
設
さ
れ
た

道
路
、
所
沢
村
山
線
に
み
ど
り
の
回
廊
を
つ
く

り
、
所
沢
市
み
ど
り
の
基
本
計
画
の
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
な
街
路
樹
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
在
、
特
に
市
街
地
の
道
路
に
つ
い
て
、
街
路

樹
の
緑
化
に
は
ほ
ど
遠
く
、
過
度
の
剪
定
と
思

一
般
質
問

市
政
に
対
す
る

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

質
問
者

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
導
入
に
向
け
て

公
明
党　

福
原 

浩
昭

　６月定例会では、26人
が一般質問を行いました。
質問は各議員の多くの質
問項目中、１項目だけが
掲載されています。
　なお、すべての質問項
目は市議会ホームページ
でご覧になれます。

▲緑のトラスト保全２号地（上山口）

質
問
者

「
グ
リ
ー
ン
経
済
」
持
続
可
能
な

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
に
は

育　

越
阪
部 

征
衛

質
問
者 所

沢
市
に
お
け
る

夏
の
節
電
対
策
・
仕
事
の
効
率
は

共
生　

脇　

晴
代

質
問
者 道

路
の
緑
化

街
路
樹
の
剪
定
の
基
準
は

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�　

松
本 

明
信

質
問
者 狭

山
丘
陵
の
緑
の
保
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支
援
を

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�　

入
沢　

豊
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わ
れ
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。
剪
定
の
基
準

な
ど
は
あ
る
の
か
。

建
設
部
長　

街
路
樹
を
中
心
と
し
た
道
路
の
緑

化
は
、
景
観
の
形
成
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
の
緩
和
な
ど
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か

ら
、
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
る
。
剪
定
の
基

準
な
ど
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
が
作
成
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
参
考
に
、
樹
木
の
種
類
に
応

じ
た
樹
形
の
設
定
や
剪
定
方
法
を
選
択
し
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
は
試
験
的
に
、
歩
行

者
な
ど
に
支
障
の
な
い
路
線
を
選
ん
で
、
樹
形

が
比
較
的
残
る
よ
う
な
剪
定
方
法
に
変
え
、
現

在
は
状
況
を
観
察
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

所
沢
市
み
ど
り
の
基
本
計
画
が
優
良
事

例
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
高
く
評
価
し
た
い
。
マ

チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
を
進
め
て
い
く

た
め
に
も
、
み
ど
り
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
思

っ
て
い
る
が
、
第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画
を
頂

点
に
、
ふ
る
さ
と
所
沢
の
み
ど
り
を
守
り
育
て

る
条
例
、
所
沢
市
ひ
と
・
ま
ち
・
み
ど
り
の
景

観
条
例
、
こ
れ
ら
の
条
例
を
実
現
す
る
た
め
の

第
２
期
所
沢
市
環
境
基
本
計
画
、
所
沢
市
み
ど

り
の
基
本
計
画
な
ど
諸
計
画
に
お
け
る
み
ど
り

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
、
今
後
の
み
ど
り
行
政
の
方
向
性

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長　

マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
も
、
市
民
は
エ
コ
タ

ウ
ン
の
要
素
と
し
て
、
み
ど
り
の
保
全
や
創
出

が
必
要
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
山
の
み
ど
り
、
里

の
み
ど
り
、
そ
し
て
ま
ち
の
み
ど
り
、
み
ど
り

の
中
に
ま
ち
が
あ
る
、
そ
ん
な
所
沢
に
な
れ
ば

い
い
。
優
良
事
例
に
選
ば
れ
た
所
沢
市
み
ど
り

の
基
本
計
画
の
さ
ら
な
る
実
効
性
を
担
保
す
る

た
め
の
手
立
て
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

み
ど
り
の
中
に
ま
ち
が
あ
る
、
そ
ん
な
所
沢
を

将
来
像
に
思
い
描
き
、
み
ど
り
で
選
ば
れ
る
ま

ち
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

松
井
小
学
校
地
域
開
放
型
学
校
図
書
館

は
、
地
域
に
開
放
さ
れ
ず
に
、
松
井
小
学
校
の

児
童
の
み
が
授
業
で
利
用
で
き
る
図
書
館
に
な

っ
て
い
る
。
市
民
で
利
用
で
き
る
の
は
、
保
護

者
同
伴
の
児
童
の
み
で
、
保
護
者
の
み
で
も
利

用
で
き
な
い
。
な
ぜ
、「
地
域
の
方
の
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
」
と
い
う
当
初
の
目
的
が
達
成

さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

教
育
総
務
部
長　

学
校
図
書
館
で
あ
る
松
井
小

学
校
図
書
館
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
に
開
放
す
る

た
め
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
継
続
し
て
検
討

を
重
ね
て
き
た
。
平
成
17
年
の
開
館
か
ら
８
年

が
経
過
し
た
が
、
こ
の
間
、
全
国
で
幼
児
や
児

童
が
被
害
者
と
な
る
痛
ま
し
い
事
件
が
幾
度
と

な
く
発
生
し
た
た
め
、
検
討
を
行
う
中
で
の
安

全
面
に
関
す
る
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
地
域
開

放
へ
の
進
捗
に
遅
れ
が
生
じ
た
。
現
在
の
状
況

は
、
松
井
小
学
校
長
、
学
校
教
育
課
お
よ
び
図

書
館
本
館
に
よ
る
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、

ま
ず
は
土
曜
日
、
日
曜
日
の
学
校
開
放
時
に
一

般
の
方
も
利
用
で
き
る
よ
う
具
体
的
な
検
討
を

進
め
て
い
る
。　

議
員　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
に
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
が
あ
る
。
支

援
を
受
け
た
い
方
（
利
用
会
員
）
に
育
児
支
援

を
し
た
い
方
（
援
助
会
員
）
を
紹
介
し
て
、
主

に
利
用
会
員
の
家
で
子
ど
も
を
預
か
る
も
の
で

あ
る
が
、
本
当
に
利
用
会
員
が
求
め
て
い
る
声

を
し
っ
か
り
聞
い
て
、
そ
の
声
に
応
え
ら
れ
る

援
助
会
員
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

援
助
会
員
数
の
目
標
に
対
す
る
具
体
的
な
対
策

を
ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

利
用
者
の
多
種
多
様
な
需

要
に
応
え
る
た
め
に
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
援

助
会
員
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
事
業
に
つ
い
て
の

周
知
を
図
っ
て
き
た
が
、
今
後
も
、
利
用
会
員

だ
っ
た
方
に
援
助
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
案
内
を
し
た
り
、
援
助
会
員
に
な
る
た
め
の

講
習
案
内
の
掲
示
を
、
幅
広
い
年
齢
層
が
利
用

す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
お
願
い
す
る
な
ど
し
て
、
会
員
の
拡
充
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

議
員　

今
年
３
月
策
定
さ
れ
た
公
共
施
設
緑
化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
に
、
校
庭
緑
化
と
し
て
、

園
庭
や
校
庭
の
芝
生
化
の
効
果
に
つ
い
て
も
記

さ
れ
て
い
る
。
市
内
小
・
中
学
校
の
芝
生
化
に

つ
い
て
、
検
討
内
容
お
よ
び
公
共
施
設
緑
化
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
効
性
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
総
務
部
長　

校
庭
の
芝
生
化
は
、
砂
塵
の

飛
散
防
止
、
転
倒
時
の
怪
我
の
軽
減
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
維
持
管
理
に
多
く
の
手

間
と
費
用
が
必
要
で
あ
る
な
ど
の
問
題
点
も
あ

る
。
ま
た
、
学
校
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
ト
イ

レ
改
修
な
ど
の
建
物
改
修
事
業
や
、
砂
塵
対
策

と
し
て
学
校
要
望
の
高
い
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

置
工
事
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事

業
に
多
く
の
予
算
が
必
要
と
な
る
状
況
で
あ
る

た
め
、
芝
生
化
は
当
面
難
し
い
。
緑
化
推
進
に

つ
い
て
は
、
市
の
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
考
え

て
い
る
た
め
、
公
共
施
設
緑
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
や

学
校
フ
ァ
ー
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質
問
者

公
共
施
設
に
み
ど
り
を
増
や
す

校
庭
の
芝
生
化
を

日
本
共
産
党　

小
林 

澄
子

▲松井小学校（上安松）

子
ど
も
・
教
育

子
ど
も
・
教
育

質
問
者

み
ど
り
行
政
のさら

な
る
発
展
の
た
め
に

至
誠
ク
ラ
ブ　

秋
田　

孝

質
問
者

松
井
小
学
校
図
書
館

開
か
れ
た
図
書
館
に

至
誠
ク
ラ
ブ　

浅
野 

美
恵
子

質
問
者

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

活
用
で
子
育
て
支
援
を

公
明
党　

亀
山 

恭
子



ところざわ市議会だより 第 167号

10

議
員　

全
校
に
統
一
的
な
基
準
と
し
て
、
学
校

に
お
け
る
日
焼
け
止
め（
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
剤
）

の
使
用
制
限
を
原
則
な
く
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

紫
外
線
防
御
の
具
体
策
と
し

て
、
日
焼
け
止
め
剤
の
使
用
が
有
効
だ
と
い
う

認
識
は
あ
る
が
、
児
童
・
生
徒
個
々
の
健
康
状

態
に
よ
り
、
対
応
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
使
用
に
つ
い
て
の
統
一
し
た
基
準
を

示
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
日
頃
よ

り
学
校
に
対
し
て
は
、
児
童
・
生
徒
個
々
の
状

況
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を
す
る
よ
う
、
校
長

会
な
ど
で
指
示
は
し
て
い
る
。

議
員　

市
内
に
は
公
立
保
育
園
が
20
園
あ
り
、

一
部
の
園
に
つ
い
て
は
か
な
り
老
朽
化
が
進
ん

で
き
て
い
る
。
建
て
替
え
や
改
修
を
し
て
、
引

き
続
き
活
用
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

今
回
の
所
沢
市
保
育
園
等

運
営
審
議
会
の
答
申
で
は
、
今
後
の
公
立
保
育

園
に
つ
い
て
は
、
民
間
保
育
園
の
安
定
的
運
営

の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
市
内
全
体
、
あ
る
い

は
市
内
各
地
区
の
保
育
の
需
要
バ
ラ
ン
ス
を
調

整
す
る
役
割
を
負
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
ま

た
、
こ
う
し
た
役
割
を
負
う
こ
と
を
通
じ
て
、

公
立
保
育
園
で
の
子
ど
も
の
受
け
入
れ
人
数
が

減
少
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
実
施
が
困
難
だ
っ
た

大
規
模
修
繕
等
の
施
設
整
備
が
比
較
的
容
易
と

な
り
、
関
係
予
算
の
高
額
化
の
抑
制
、
安
心
・

安
全
な
保
育
の
確
保
と
い
っ
た
効
果
も
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
も
示
さ
れ
て
い

る
。
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
現
状
で
は
、

保
育
需
要
を
担
う
必
要
が
あ
る
公
立
保
育
園
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
安
全
に
利
用
が
で
き

る
よ
う
施
設
改
修
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

議
員　

東
京
都
や
横
浜
市
で
は
待
機
児
童
問
題

が
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
市
も
未
就

学
児
童
を
持
つ
保
護
者
は
増
加
の
一
方
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
市
の
待
機
児
童
の
定
義
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

待
機
児
童
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
国
お
よ
び
県
か
ら
示
さ
れ
る
保
育
所

入
所
待
機
児
童
の
定
義
、
保
育
所
入
所
待
機
児

童
の
定
義
に
係
る
留
意
事
項
に
基
づ
き
集
計
を

し
て
い
る
。
定
義
内
容
は
、
待
機
児
童
か
ら
除

か
れ
る
ケ
ー
ス
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
主
な
ケ

ー
ス
と
し
て
は
、
求
職
中
だ
が
求
職
活
動
が
乏

し
い
場
合
、
家
庭
保
育
室
を
利
用
し
て
い
る
場

合
、
一
時
預
か
り
・
特
定
保
育
事
業
を
利
用
し

て
い
る
場
合
、
入
園
は
し
て
い
る
が
転
園
を
希

望
し
て
い
る
場
合
、
４
月
を
過
ぎ
て
産
休
・
育

休
か
ら
明
け
る
方
の
入
所
希
望
の
場
合
、
１
園

の
み
希
望
す
る
な
ど
保
護
者
の
私
的
な
理
由
に

よ
り
待
機
し
て
い
る
場
合
な
ど
が
該
当
す
る
。

議
員　

市
と
し
て
は
、
第
５
期
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
の
確
保
に
努
め
る
と
あ
る
。
介
護
事
業

者
の
参
入
が
伸
び
な
い
現
状
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
認
識
を
持
ち
、
今
後
、
導
入
に
向
け
た

支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長　

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
の
事
業
者
の
参
入
に
つ
い
て
は
、
24
時

間
体
制
と
い
う
こ
と
か
ら
、
看
護
師
の
配
慮
等

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
実
施
体
制
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
も
一
因
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
導
入
に
向
け
た
支
援
策
と
し
て
は
、
事
業

所
を
整
備
す
る
に
当
た
っ
て
の
建
設
費
、
整
備

費
等
、
国
や
県
の
補
助
制
度
な
ど
を
活
用
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

市
の
現
状
を
見
る
限
り
、
子
ど
も
・
若

者
の
問
題
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、（
仮
称
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設
ま
で
待
つ
余
裕
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
庁
内
の
横
の
連

携
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
他
の
機
関
も
交
え
た
子
ど
も
・

若
者
支
援
地
域
協
議
会
と
包
括
的
な
窓
口
で
あ

る
総
合
相
談
窓
口
の
早
期
設
置
を
求
め
る
が
、

今
後
の
方
向
性
を
伺
い
た
い
。

副
市
長　

子
ど
も
や
若
者
の
問
題
は
、
教
育
・

就
労
・
家
庭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
の
年

齢
幅
も
広
範
囲
に
な
り
、
相
談
内
容
は
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
事
象
ご
と
に
対
応
し
て

い
る
。
し
か
し
、
相
談
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

窓
口
は
一
つ
の
方
が
分
か
り
や
す
い
と
い
う
考

え
か
ら
、（
仮
称
）
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

子
ど
も
・
若
者
を
含
め
た
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
・
若
者

地
域
協
議
会
の
設
置
、
ま
た
担
当
組
織
の
体
制

づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
平
成

25
年
４
月
か
ら
予
防
接
種
法
に
お
け
る
定
期
接

種
と
な
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る
副
反

応
の
報
告
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
が
把

握
で
き
る
丁
寧
な
調
査
と
情
報
収
集
を
進
め

福

　祉

福

　祉

▲富岡保育園（下富）

質
問
者

総
合
相
談
窓
口
・
地
域
協
議
会
の

早
期
設
置
を

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

島
田 

一
隆

質
問
者

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の

普
及
に
向
け
た
支
援
を

公
明
党　

植
竹 

成
年

質
問
者

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

リ
ス
ク
の
周
知
を

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

末
吉
美
帆
子

質
問
者

安
心
・
安
全
な
保
育
の
確
保

保
育
園
の
建
て
替
え
を

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�　

青
木 

利
幸

質
問
者

学
校
な
ど
に
お
け
る

紫
外
線
対
策
を

至
誠
ク
ラ
ブ　

荻
野 

泰
男

質
問
者

待
機
児
童
の
定
義
は

日
本
共
産
党　

平
井 

明
美



平成 25 年（2013 年） 7 月 30 日 ところざわ市議会だより

11

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
接
種
が
強
制
で
な
い
こ
と
、

自
己
責
任
で
判
断
で
き
る
こ
と
、
副
反
応
の
リ

ス
ク
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
周
知
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
い
か
が
か
。

健
康
推
進
部
長　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
あ
た
っ

て
は
、
対
象
者
お
よ
び
保
護
者
に
対
し
て
、
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
と
副
反
応
、
健
康
被
害
救
済
制

度
の
概
要
、
接
種
す
る
際
の
注
意
点
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
説
明
書
を
同
封
し
て
い
る
。
ま

た
、
予
防
接
種
の
リ
ス
ク
と
効
果
、
目
的
も
含

め
て
十
分
に
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
接
種

に
同
意
、
不
同
意
の
意
思
表
示
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

議
員　

障
が
い
者
雇
用
を
充
実
さ
せ
て
い
く
と

い
う
意
味
に
お
い
て
、
行
政
の
支
援
は
大
き
な

要
素
に
な
る
。
市
に
お
い
て
、
障
が
い
者
を
雇

用
す
る
一
般
企
業
や
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

所
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
き
た

の
か
。

※
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
…
一
般
企
業
で

の
就
労
が
困
難
な
方
に
、
必
要
な
知
識
お
よ
び

能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練
を
雇
用
契
約
に
よ
り

行
う
事
業
所

福
祉
部
長　

一
般
企
業
に
対
し
て
は
、
所
沢
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
と
こ
ろ
ざ

わ
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
障
が
い
者

雇
用
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
、
障
が
い
者
が

企
業
で
長
く
就
労
で
き
る
よ
う
、
事
業
所
の
巡

回
訪
問
な
ど
職
場
定
着
に
向
け
た
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

所
に
つ
い
て
は
、
市
が
開
設
に
あ
た
っ
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
施
設
運
営
に
つ
い
て
の
相
談
に
乗

る
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

買
い
物
弱
者
対
策
と
い
っ
た
場
合
、
商

業
振
興
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
高
齢
者
の
中

に
は
買
い
物
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
人
も
い

る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
担
当
部
門
と
も

連
携
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
担
当

部
門
と
商
業
部
門
と
福
祉
部
門
で
、
ぜ
ひ
実
態

を
把
握
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
実
態
把
握
と
他

部
局
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

産
業
経
済
部
長　

商
業
観
光
課
に
お
い
て
、
商

店
街
元
気
回
復
応
援
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
商

店
街
補
助
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
買
い

物
弱
者
対
策
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
支

援
課
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
生
活
支
援
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
事
業
を
通
じ
、
買
い
物
が
困
難
な

高
齢
者
の
方
々
の
支
援
に
対
す
る
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
中

で
、
現
在
、
市
が
行
っ
て
い
る
施
策
は
。
ま
た
、

介
護
や
見
守
り
の
ニ
ー
ズ
を
行
政
が
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

福
祉
部
長　

全
国
的
に
急
速
な
高
齢
化
を
迎
え

る
中
、
市
に
お
い
て
も
10
年
前
と
比
べ
る
と
、

高
齢
化
率
は
約
１
・
６
倍
に
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
は
２
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
相
談
支
援
、
み
ま
も
り
相
談
員
に
よ
る
家

庭
訪
問
の
ほ
か
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

や
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
ト
コ
ロ
み
ま
も
り

ネ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
予
定
し
て
い
る
高
齢
者
福
祉
・
介

護
実
態
調
査
に
お
い
て
、
高
齢
者
や
介
護
者
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
役
立

て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

市
に
は
、
交
通
安
全
都
市
宣
言
と
所
沢

市
平
和
都
市
宣
言
の
２
つ
の
都
市
宣
言
が
あ
る

が
、
新
た
な
都
市
宣
言
の
あ
り
方
と
し
て
、
今

何
の
宣
言
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
き
ち

ん
と
提
案
し
て
、
目
標
年
次
を
決
め
て
計
画
を

進
め
る
都
市
宣
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

副
市
長　

新
し
い
都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
は
考
え
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
今
後
、

市
の
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
や
社
会
情
勢
を

踏
ま
え
て
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
意
思
や
主
張
、

方
針
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
解
決
あ

る
い
は
対
応
に
向
け
て
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
十
分
検
討
し
た
い
。

議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
地
域
社

会
の
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
解

決
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
に
お
い
て
、
地
域
に
い
る
豊
富
な

人
材
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
、
市
民

大
学
な
ど
生
涯
学
習
の
場
も
あ
る
が
、
市
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
人
材
育
成
、
人
材
活
用
の

取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
か
。

市
民
部
長　

市
に
お
け
る
地
域
の
人
材
育
成
の

場
と
し
て
は
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ

ー
等
で
行
わ
れ
て
い
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
講
座
や
市
民
大
学
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
講
座

が
あ
る
。
人
材
発
掘
の
方
策
と
し
て
は
、
講
座

を
受
講
者
な
ど
が
、
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
こ

と
に
よ
り
、
人
材
を
発
掘
す
る
機
会
を
設
け
て

い
る
。

質
問
者

障
が
い
者
就
労
の
支
援
政
策
は

公
明
党　

西
沢 

一
郎

質
問
者 コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

地
域
の
人
材
育
成
を

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

赤
川 

洋
二

質
問
者 所

沢
市
の
未
来
都
市
像

新
し
い
都
市
宣
言
を

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�　

石
井　

弘

▲交通安全宣言都市の表示板（並木）

質
問
者

買
い
物
支
援
事
業

福
祉
的
視
点
に
た
っ
た
対
策
を

日
本
共
産
党　

荒
川　

広

質
問
者

高
齢
者
単
身
世
帯
の
増
加

介
護
や
見
守
り
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�　

近
藤 

哲
男

行
政
・
財
政

行
政
・
財
政
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議
員　

第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画
の
中
で
は
、

定
住
意
識
と
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
を
指
標

と
し
て
掲
げ
て
い
る
が
、
対
内
的
な
数
値
目
標

だ
け
で
な
く
、
対
外
的
な
視
点
も
取
り
入
れ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
後
期
基
本
計
画

で
、
例
え
ば
転
入
者
数
な
ど
の
新
し
い
指
標
を

考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

経
営
企
画
部
長　

昨
年
度
策
定
し
た
「
所
沢
ブ

ラ
ン
ド
の
創
造
と
地
域
経
済
の
活
性
化
・
基
本

方
針
」
の
中
で
も
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
い
う

こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
現
状
に
即
し
た
新
た
な

指
標
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。
後
期
基
本
計

画
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
策
定
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
新
た
な
指
標
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

議
員　

サ
ー
ベ
ラ
ス
の
Ｔ
Ｏ
Ｂ
（
株
式
公
開
買

付
）
に
伴
う
署
名
活
動
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
は
評
価
し
て
い
る
。
サ
ー
ベ
ラ
ス
の
廃
線
提

案
か
ら
一
連
の
動
き
が
始
ま
っ
た
と
理
解
し
て

い
る
が
、
鉄
道
の
利
用
を
進
め
る
た
め
に
は
、

職
員
が
率
先
し
て
鉄
道
や
バ
ス
を
利
用
す
る
の

が
筋
だ
と
考
え
る
。
本
庁
舎
通
勤
者
は
原
則
、

車
通
勤
禁
止
で
、
や
む
を
得
な
い
場
合
の
み
許

可
す
る
方
法
に
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

職
員
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
の
自
粛
の

取
り
組
み
は
行
っ
て
お
り
、
そ
の
実
施
状
況
に

よ
る
と
、
本
庁
舎
で
の
自
動
車
等
で
の
通
勤
の

対
象
職
員
の
人
数
は
、
平
成
22
年
度
は
１
８
８

人
、
平
成
23
年
度
は
１
５
７
人
、
平
成
24
年
度

は
１
４
３
人
と
減
少
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、

環
境
面
へ
の
配
慮
や
健
康
志
向
の
意
識
の
高
ま

り
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
職
員
の

通
勤
事
情
は
さ
ま
ざ
ま
な
実
情
が
あ
る
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
自
動
車
通
勤
を
原
則
禁
止
と

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
塔
に
マ
イ
ク
が

付
属
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
あ
る
地
域
で
痴
漢

が
発
生
し
た
場
合
な
ど
、
地
域
限
定
で
放
送
す

る
こ
と
は
可
能
か
。
可
能
な
ら
ど
の
よ
う
な
形

で
で
き
る
の
か
。

危
機
管
理
監　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
の
範
囲

は
、
所
沢
市
防
災
行
政
用
無
線
局
運
用
要
綱
で

定
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
を
限
定
し
て
放
送
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
迷
い
老
人
や
犯
罪
の

発
生
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
は
、
警
察
か

ら
の
放
送
依
頼
に
基
づ
き
、
防
災
行
政
無
線
の

総
括
管
理
者
で
あ
る
危
機
管
理
監
が
特
に
必
要

と
認
め
た
場
合
に
放
送
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
痴
漢
が
発
生
し
た
ケ
ー
ス
で
の
放
送
依
頼
は

な
い
。

議
員　

森
や
田
園
地
帯
、
歴
史
的
な
景
観
、
ま

ち
並
み
な
ど
地
域
に
昔
か
ら
あ
る
あ
り
の
ま
ま

の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
フ
ッ
ト
パ
ス
は
、

東
京
都
町
田
市
ほ
か
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
フ
ッ
ト
パ
ス
の
考
え
方
は
、
健
康
づ
く
り

だ
け
で
な
く
、
観
光
に
も
結
び
つ
く
う
え
、
ま

ち
歩
き
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
に
も
つ

な
が
る
。
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
な
げ
る
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、
フ
ッ
ト
パ
ス
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ

と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

産
業
経
済
部
長　

平
成
22
年
に
市
制
施
行
60
周

年
記
念
行
事
と
し
て
、
北
野
公
園
か
ら
狭
山
丘

陵
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
今
年
度
に
お
い
て
は
、
秋
に
同
様
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
持
っ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
で
あ
る
市
の
豊

か
な
み
ど
り
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た

い
。

議
員　

神
奈
川
県
横
浜
市
栄
区
で
は
暮
ら
し
の

便
利
帳
と
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ

と
で
、
横
浜
市
立
病
院
で
は
領
収
書
の
裏
側
に

宣
伝
を
入
れ
る
こ
と
で
経
費
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ニ
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
事
業
に
つ
い
て
、
市
も
他
市
の
事
例
を
積
極

的
に
見
習
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長　

市
で
は
、
図
書
館
に
お
け
る

雑
誌
の
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
や
印
刷
物
の
広
告
掲

載
よ
っ
て
印
刷
製
本
費
の
全
額
ま
た
は
一
部
を

賄
う
こ
と
な
ど
、
各
所
管
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
に
企
業
名
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
企

業
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
き
運
営
費
の
一
部
を
補ほ

填て
ん
し
て
い
る
事
業
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
市
政
情

報
・
広
告
モ
ニ
タ
ー
事
業
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
設

置
事
業
者
か
ら
行
政
財
産
使
用
料
や
設
置
納
付

金
と
い
う
形
で
財
源
確
保
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
「
メ
ン
タ
ー
制
度
」
は
、
若
手
・
中
堅

職
員
の
成
長
を
促
進
さ
せ
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
に
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
指
導
員
が
、

責
任
感
を
さ
ら
に
強
く
持
ち
、
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
新
人
を
指
導
・
育
成
で
き
、
指
導
員

自
身
も
よ
り
成
長
し
て
い
け
る
と
考
え
る
が
、

明
確
な
制
度
と
し
て
導
入
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　

中
堅
職
員
が
新
規
採
用
職
員
を
指

導
す
る
立
場
と
な
り
、
人
材
育
成
を
進
め
て
い

く
「
メ
ン
タ
ー
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
指
導
を

す
る
側
、
受
け
る
側
、
双
方
に
お
い
て
一
定
の

効
果
が
期
待
で
き
る
育
成
手
段
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
明
確
な
制
度
と
し

て
導
入
す
る
た
め
に
は
、
各
職
場
の
体
制
や
指

導
役
と
な
る
職
員
の
負
担
な
ど
組
織
的
な
ケ
ア

が
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

各
職
場
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
制
度
と
し
て
運
用

可
能
な
制
度
設
計
が
で
き
る
か
研
究
し
て
い
き

た
い
。

質
問
者

フ
ッ
ト
パ
ス
で

み
ど
り
と
自
然
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
を

日
本
共
産
党　

矢
作 

い
づ
み

質
問
者

ミ
ニ
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
で

財
源
確
保
を

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

石
本 

亮
三

質
問
者

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

「
メ
ン
タ
ー
制
度
」
の
導
入
は

み
ん
な
の
党　

所
沢　

谷
口 

雅
典

質
問
者

市
職
員
は
公
共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

至
誠
ク
ラ
ブ　

桑
畠 

健
也

質
問
者 防

災
行
政
無
線
で

地
域
限
定
の
放
送
が
で
き
な
い
か

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�　

大
館 

隆
行

質
問
者 選

ば
れ
る
街
と
は

み
ん
な
の
党　

所
沢　

松
崎 

智
也
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議
会
報
告
会
を

 	

開
催
し
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、
議
員
が
地
域
に
出
向
い

て
議
会
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
直
接
、
報
告
・
説
明
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
議
員
と
が
、
議
会
活
動
や

市
政
に
つ
い
て
自
由
に
情
報
・
意
見
交
換
を

す
る
場
と
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
定
例
会
に
つ
い
て
の
議
会

報
告
会
を
、
５
月
18
日
に
新
所
沢
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、
５
月
24
日
に
小
手

指
公
民
館
分
館
ホ
ー
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催

し
ま
し
た
。
２
日
間
で
、
１
３
７
人
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
も
な
質
疑

問　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
大
半
は
反
対

で
あ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
議
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正
に
賛
成
し
た
理
由
は
。

答　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
公
聴
会
で

出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、
議
員
一
同
、

真
摯
に
受
け
止
め
ま
し
た
が
、
議
員
一
人

ひ
と
り
の
考
え
や
協
議
の
結
果
、
答
申
に

沿
っ
た
条
例
制
定
に
な
り
ま
し
た
。

問　

狭
山
ケ
丘
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
問
題
の

進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答　

市
民
や
議
会
の
反
対
に
も
関
わ
ら
ず
、

エ
ア
コ
ン
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。

問　
「
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
策

定
事
業
」
と
「（
仮
称
）
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

所
沢
設
置
事
業
」
で
の
議
会
の
審
議
内
容

は
。

答　
「（
仮
称
）
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
所
沢
設
置
事

業
」
は
「
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構

想
」
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
一

つ
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
す
。

問　
「
所
沢
市
み
ど
り
の
基
本
計
画
」
で
は
、

公
園
に
お
け
る
ト
イ
レ
や
日
よ
け
設
置
に

つ
い
て
考
慮
し
て
い
る
の
か
。

答　
「
所
沢
市
み
ど
り
の
基
本
計
画
」
に
お

い
て
は
、
詳
細
な
計
画
は
立
て
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

問　

報
告
会
の
時
間
延
長
と
い
っ
た
措
置
を

と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

答　

議
会
報
告
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

所
管
委
員
会
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
「
第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画
・
後
期
基

本
計
画
」
に
は
、
前
期
基
本
計
画
で
の
反

省
や
問
題
点
は
な
い
の
か
。

答　
「
第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画
・
後
期
基

本
計
画
」
は
、
過
去
の
反
省
点
と
い
う
意

味
で
の
議
論
は
行
っ
て
い
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

問　
「（
仮
称
）
第
２
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
整
備
事
業
」
が
、
わ
ず
か
数
百
万
円
の

予
算
計
上
で
自
区
内
処
理
の
原
則
と
う
た

っ
て
い
る
理
由
は
。

答　

本
事
業
の
費
用
は
処
分
場
の
候
補
地
調

査
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
で
全
て
の

事
業
が
完
了
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

市
議
会
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
毎
日
発
信
し

て
い
る
の
か
。

答　

毎
日
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す

る
度
に
随
時
、
発
信
し
て
い
ま
す
。

問　

議
員
研
修
の
費
用
は
、
政
務
活
動
費
か

ら
支
出
し
て
い
る
の
か
。

答　

個
人
や
会
派
視
察
に
つ
い
て
は
政
務
活

動
費
か
ら
支
出
し
て
お
り
、
委
員
会
視
察

に
つ
い
て
は
、
別
枠
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

問　

議
員
に
と
っ
て
の
一
般
質
問
の
場
と
は
。

答　

議
会
の
役
割
は
、
市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
と

市
民
の
皆
さ
ま
の
多
様
な
声
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
立
場
か
ら
質
問
し

て
い
ま
す
。

問　

議
会
が
開
会
す
る
ま
で
予
算
を
公
表
し

な
い
体
制
は
変
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

答　

貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
承
り
ま
し
た
。

お
も
な
意
見

・
報
告
は
堅
苦
し
い
説
明
で
は
な
く
、
普
通

の
言
葉
で
説
明
し
て
ほ
し
い
。

・
総
体
的
に
棒
読
み
の
報
告
で
理
解
し
が
た

い
。

・
報
告
会
の
周
知
ポ
ス
タ
ー
を
駅
構
内
や
市

内
バ
ス
に
掲
載
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

・
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
、
こ
ど
も
議

会
の
開
催
を
望
む
。

・
所
沢
駅
前
の
再
開
発
を
す
る
べ
き
。（
魅
力

が
な
さ
す
ぎ
る
）

・
予
算
の
使
い
方
は
市
民
感
覚
を
持
っ
て
検

討
し
て
ほ
し
い
。

・
活
発
な
疑
問
や
意
見
が
出
て
、
議
会
も
捨

て
た
も
の
で
は
な
い
。

※ 

質
疑
・
意
見
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合

上
、
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲新所沢まちづくりセンター

▲小手指公民館分館
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議
席
番
号

会　　派
氏名・当選回数
党　　派
住　　所
電　　話

議
席
番
号

会　　派
氏名・当選回数
党　　派
住　　所
電　　話

議
席
番
号

会　　派
氏名・当選回数
党　　派
住　　所
電　　話

19

公明党

西
にしざわ

沢一
いちろう

郎 ②
公 明 党

三ヶ島 5-2058-10
04（2947）6991

25

至誠クラブ

杉
すぎ

田
た

忠
ただひこ

彦 ②
無 所 属

坂之下 245-1
04（2944）3537

31

所沢フォーラム“おおぞら”

石
いし

井
い

　弘
ひろし

 ②
自由民主党

狭山ケ丘 1-3003-109
04（2948）8586

20

所沢フォーラム“おおぞら”

松
まつもと

本明
あきのぶ

信 ①
無 所 属

東所沢 5-15-2-703
04（2945）2675

26

育

越
お

阪
さか

部
べ

征
せ い え

衛 ④
自由民主党

大字牛沼 313-6
04（2995）1777

32

所沢フォーラム“おおぞら”

浜
はま

野
の

好
よしあき

明 ④
自由民主党

北岩岡40-7
04（2942）4917

21

所沢フォーラム“おおぞら”

安
やす

田
だ

義
よしひろ

広 ③
無 所 属

上安松 634-1-202
04（2995）4446

27

公明党

村
むらかみ

上　浩
ひろし

 ③
公 明 党

上新井 1-28-11
04（2928）5264

33

所沢フォーラム“おおぞら”

久
く ぼ た

保田茂
しげ

男
お

 ④
無 所 属

山口 1212-27
04（2922）3913

22

所沢フォーラム“おおぞら”

中
なか

　毅
たけ

志
し

 ③
無 所 属

三ケ島 5-1262-1
04（2938）5251

28

公明党

亀
かめやま

山恭
きょう

子
こ

 ①
公 明 党

東所沢 3-33-12
04（2008）1907

34

至誠クラブ

桑
くわはた

畠健
けん

也
や

 ③
無 所 属

緑町 1-6 15-107
04（2921）8248

23

所沢フォーラム“おおぞら”

大
おおだち

館隆
たかゆき

行 ②
無 所 属

小手指元町 3-26-16
04（2949）7160

29

公明党

福
ふくはら

原浩
ひろあき

昭 ②
公 明 党

東狭山ケ丘 6-2800-5
04（2922）6973

35

至誠クラブ

中
なか

村
むら

　太
とおる

 ③
無 所 属

東所沢和田 1-18-2
04（2945）6313

24

至誠クラブ

荻
おぎ

野
の

泰
やす

男
お

 ②
無 所 属

糀谷 1746-1
04（2949）6735

30

所沢フォーラム“おおぞら”

岡
おか

田
だ

静
しず

佳
か

 ③
無 所 属

小手指町 1-30-20
04（2921）7533

36

至誠クラブ

秋
あき

田
た

　孝
たかし

 ④
無 所 属

旭町 12-15
04（2993）4622

議　員　の　紹　介

◆ 議会の構成／委員会 ◆ ◎＝委員長　　○＝副委員長

議会運営委員会 広聴広報委員会

議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会に関する条例
等、議長の諮問に関する事項を調査します。

議会の広聴広報及び議会図書室の運営について協議又は調整を行
います。

	 ◎杉田　忠彦	 ○島田　一隆
	 　荒川　　広	 　城下　師子
	 　松崎　智也	 　石本　亮三
	 　植竹　成年	 　西沢　一郎
	 　安田　義広	 　中　　毅志
	 　石井　　弘	 　桑畠　健也

	 ◎末吉美帆子	 ○中村　　太
	 　脇　　晴代	 　矢作いづみ
	 　島田　一隆	 　入沢　　豊
	 　浅野美恵子	 　西沢　一郎
	 　福原　浩昭	 　石井　　弘
	 　村上　　浩（議長）
	 　岡田　静佳（副議長）
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議
席
番
号

会　　派
氏名・当選回数
党　　派
住　　所
電　　話

議
席
番
号

会　　派
氏名・当選回数
党　　派
住　　所
電　　話

議
席
番
号

会　　派
氏名・当選回数
党　　派
住　　所
電　　話

１

共生

脇
わき

　晴
はる

代
よ

 ④
無 所 属

三ヶ島 1-119-5
04（2948）7387

７

日本共産党

城
しろ

下
した

師
のり

子
こ

 ④
日本共産党

中富南4-28-2-208
04（2942）9456

13

所沢フォーラム“おおぞら”

近
こん

藤
どう

哲
てつ

男
お

 ①
無 所 属

北所沢町 2242-18
04（2942）8817

２

日本共産党

矢
や

作
さく

いづみ ③
日本共産党

中富南2-14-12
04（2943）3633

８

日本共産党

小
こ

林
ばやし

澄
すみ

子
こ

 ③
日本共産党

泉町1819-3
04（2928）2798

14

民主ネットリベラルの会

石
いしもと

本亮
りょうぞう

三 ②
民 主 党

下富 1209-16
04（2942）9688

３

日本共産党

荒
あらかわ

川　広
ひろし

 ⑧
日本共産党

下安松496-16
04（2944）6208

９

日本共産党

平
ひら

井
い

明
あけ

美
み

 ⑦
日本共産党

西狭山ヶ丘 1-3118-17
04（2948）6077

15

民主ネットリベラルの会

末
すえよし

吉美
み ほ こ

帆子 ②
市民ネットワーク
小手指町 3-20 Q-211
04（2949）4317

４

民主ネットリベラルの会

島
しま

田
だ

一
かずたか

隆 ①
民 主 党

星の宮 1-8-11-105
04（2930）4502

10

みんなの党　所沢

谷
たにぐち

口雅
まさのり

典 ①
みんなの党

若狭1-2961-1-213
04（2941）5111

16

至誠クラブ

浅
あさ

野
の

美
み え こ

恵子 ③
無 所 属

北秋津 876-3 H-204
04（2995）1463

５

民主ネットリベラルの会

赤
あかがわ

川洋
よう

二
じ

 ③
民 主 党

若狭 3-2383-25
04（2947）3966

11

みんなの党　所沢

松
まつ

崎
ざき

智
とも

也
や

 ①
みんなの党

北秋津511-21
04（2008）1410

17

公明党

吉
よしむら

村健
けんいち

一 ②
公 明 党

上安松 1279-5
04（2993）0028

６

所沢フォーラム“おおぞら”

入
いりさわ

沢　豊
ゆたか

 ①
無 所 属

山口5026-3-44-3-401
04（2968）3952

12

所沢フォーラム“おおぞら”

青
あお

木
き

利
とし

幸
ゆき

 ①
無 所 属

北岩岡 554-1
04（2942）1019

18

公明党

植
うえたけ

竹成
なりとし

年 ①
公 明 党

けやき台 2-6-1-203
04（2925）6736

議　員　の　紹　介

◆ 議会の構成／委員会 ◆ ◎＝委員長　　○＝副委員長

常　任　委　員　会
総務常任委員会 教育福祉常任委員会 市民環境常任委員会 建設水道常任委員会

市政全般の企画や調整、財務、
市税、契約、防災等に関する
ことを審査します。

小・中学校の教育、公民館、
図書館、福祉、保健、医療等
に関することを審査します。

環境対策、ごみ対策、リサイ
クル、商業、農業、観光、交通、
国保年金等に関することを審
査します。

道路、都市計画、市営住宅、
再開発、区画整理、公園、上
下水道等に関することを審査
します。

◎大館　隆行　○小林　澄子
　赤川　洋二　　谷口　雅典
　浅野美恵子　　越阪部征衛
　村上　　浩　　岡田　静佳
　石井　　弘　

◎西沢　一郎　○近藤　哲男
　矢作いづみ　　城下　師子
　末吉美帆子　　中　　毅志
　亀山　恭子　　浜野　好明
　中村　　太

◎荻野　泰男　○入沢　　豊
　脇　　晴代　　島田　一隆
　平井　明美　　青木　利幸
　吉村　健一　　安田　義広
　秋田　　孝　　　

◎福原　浩昭　○松崎　智也
　荒川　　広　　石本　亮三
　植竹　成年　　松本　明信
　杉田　忠彦　　久保田茂男
　桑畠　健也　　　
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可決された意見書・決議
意見書を行政機関等に提出し、議会として

の意思を表明します。

西武鉄道運行路線の維持及び
埼玉西武ライオンズの存続を求める決議

埼玉県立大学への
医学部新設を求める意見書

　株式会社西武ホールディングスの筆頭株主であ
る米投資会社サーベラス キャピタル マネジメント,
Ｌ.Ｐ.（以下「サーベラス」という。）が、株式公
開買い付け（TOB）を実施するにあたり、西武鉄道
株式会社の一部路線の廃止や埼玉西武ライオンズの
売却などを求めているとの報道に対して、沿線住民
をはじめライオンズをこよなく愛する多くのファン
からは不安と反発の声が上がっている。
　鉄道事業は、もとより公共性・公益性の高い事業
であり、通勤・通学、買物等に欠くことのできない
住民の足であると同時に、観光やビジネスなど産業
経済活動にとっても大切な交通機関として、その役
割は極めて高い。また、埼玉西武ライオンズは、本
市に本拠地を置くプロスポーツチームの一つとして、
市及び市民の誇りであるばかりでなく、多くの人々
から愛され親しまれている。
　このように、西武鉄道及び埼玉西武ライオンズは、
本市のまちづくりに不可欠な存在であり、所沢市議
会は、このたびの事態を深刻に受け止めている。
　よって、株式会社西武ホールディングスが、サー
ベラスの提案に反対を表明したことに対し、地元市
議会として支持するとともに、引き続き西武鉄道運
行路線の維持及び埼玉西武ライオンズの存続に最善
を尽くされるよう要請する。
　また、サーベラスにおかれては、企業の社会貢献
はもとより、鉄道やプロスポーツの持つ役割や地元
住民の意思を十分に斟酌され対応をされるよう強く
要請する。
（※6月10日に西武鉄道本社へ提出）

　埼玉県は、人口 10 万人当たりの医師数が 142.6 人（平
成 22 年 12 月）と全国最下位である。しかも、一般病
床数の人口対比は全国で最も少なく、救急体制も極め
て脆弱であるため、医師の勤務環境は大変厳しくなっ
ている。
　一方で、埼玉県は 65 歳以上の高齢者人口が 146 万
人と全国で 5 番目に多い上に、高齢化のスピードも全
国で最も速いことが指摘されている。今後、急速な高
齢者人口の増大が見込まれる埼玉県においては、現在
の医師不足の状況を大幅に改善しない限り、県民の救
命救急医療は一層深刻なものになり、医師の勤務実態
はさらに悪化するものと考える。
　昨年 10 月には、本市を含む医療圏域においても新
生児集中治療室（ＮＩＣＵ）が休止されたが、県内に
おいても、周産期医療の休止が続いている状況であり、
医師不足の解消は、こうした周産期医療や小児救急医
療を含めた地域医療体制の充実強化には不可欠な緊
急の課題となっている。
　埼玉県は国公立大学医学部がないという全国的にも
稀有な県であり、地域で従事する医師を自区内におい
て養成し確保することができておらず、このことが医師
不足の大きな要因の一つになっていることから、埼玉
県議会には「県立大学医学部設置推進埼玉県議会議
員連盟」が発足しているところである。
　こうしたなか、埼玉県は、本年 3 月に「埼玉県地域
保健医療計画（第 6 次）」を策定され、県立大学医学
部設置認可のための体制の確立と医学部設置に向け
た計画の策定を推進されている。医師を自区内におい
て養成・確保することは、本計画の実現を図る上からも、
医師不足の解消に大きく寄与するものと考える。
　よって、埼玉県においては、住民の命と健康を守る
立場に立ち、医師不足の解消と救急医療体制整備を
実現するため、早急に埼玉県立大学に医学部を設置す
るよう強く求めるものである。

提出先 埼玉県知事

　

春
か
ら
夏
へ
と
季
節
が
移
り
、
各
委

員
会
構
成
も
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
も
「
広
聴
広
報
」
と
い
う
委
員

会
の
名
に
込
め
ら
れ
た
『
市
民
の
声
を

聴
く
』
を
最
重
視
し
、
体
現
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
定
例
会
、

閉
会
中
の
議
会
活
動
に
つ
い
て
も
で
き

る
限
り
お
伝
え
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
末
）

　

委
員
長	

末
吉 

美
帆
子　

　

副
委
員
長	

中
村　

 

太

　

委　
　

員	

脇　

 

晴
代

	

矢
作 

い
づ
み

	

島
田 

一
隆

	

入
沢　

 

豊

	

浅
野 

美
恵
子

	

西
沢 

一
郎

	

福
原 

浩
昭

	

石
井 　
弘　

	

村
上 　
浩
（
議
長
）

	

岡
田 

静
佳
（
副
議
長
）

　

連
絡
先	

議
会
事
務
局
調
査
担
当

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
９
９
８
－
９
２
５
６
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
９
９
８
－
９
２
２
２
）

次
の
定
例
会
は

９
月
４
日
か
ら
の

予
定
で
す
。




